
２０20年 8月  ９日 礼拝のプログラム 
---------------------------------------------------------------- 

司会・祈祷： 松井大宜兄   （奏楽：倉知契師） 
 

賛    美 ： 新聖歌３０１ 「わが行く道いついかに」 

さあ主に捧げよう・主の前にひざまずき 
 

使徒信条 ：  

聖書箇所 ： コリント人への第一の手紙９章１９～２３節 （新約聖書P.266） 

朗読：深谷明美姉 

  特別音楽 ： 「愛がある」 Life Song Project 
 

 

メッセージ  ： 忘れても 忘れない 

 

賛美と献金 ： 感謝の心            献金係：持田樹理姉・深谷泰子姉 
 

頌栄 ：     目をあげよ王の王に 

祝祷 ：  

---------------------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 
 

◇ 皆様と礼拝を守ることができるて感謝します。昼食・茶菓はお休みです。 

◇ 愛知県独自の緊急事態宣言が出されているため、細心の注意を払っての 

礼拝です。皆様のご協力をお願いいたします。 

また、コロナウイルスに、ご自身やご家族が感染された場合は、教会にご連絡 

ください。0561-48-8899（教会） 080-4672-8048（倉知携帯） 

◇ 礼拝後お時間のある方で礼拝堂・ロビー・トイレの掃除や除菌をお願いします。 
 

◇ 今週木曜の祈祷会は１０時半～。祈りの小径のパンフレットをお持ち帰りください！  

終戦・敗戦から今年で７５年。戦争の記憶を風化させない努力が、戦争を知ら 

ない世代に必要であり、それが世界を憎しみの連鎖から守ると信じ祈りましょう。 

◇ 暑い日が続いています。皆様のご健康が守られますように。生活のすべてに神様の 

   お助けをお祈りしています！God is good all the time ! を忘れずに。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前週のコラムの続き。気になる方は8/2の「土の器」をHPから 

ご覧ください。牧師であり、カウンセラー、また福祉プロジェクトにも 

関わっておられる関根一夫先生の、2020/7/17号・ビジネス誌 

「プレジデント」に掲載された文章（抜粋）です。 
↓↓↓ 

 

  私はカウンセリングの一環で、介護家族のお方に集まってもらい、「愚痴などを分

かち合う会」を開いています。そこでは単なる愚痴ではなく、当事者ならではの実例

が飛び交います。悩んでいるのは自分だけではなさそうだという実感がとても大

事。肝心なのは、事例の情報を共有し、介護の苦労を自分だけのものにしない

ことなのです。 

  この会のスタート時、私はしどろもどろでした。説教者の習性として、何らかの答え

を用意して提示するのが役目だと思っていました。ところが、介護家族の前に出た

ら、知らないことだらけ。突然、暴れ出すとか、夜中に歩いて行ってしまうとか。「いや

ぁ、それは大変ですね」と言うしかない。 

  でも、会が終わると、ある高齢の奥さんが、「こんな気持ちがいいことはなかった。

人前で旦那の悪口をこんなに言えたのは久しぶり。心がスッキリした」と言うのです。

次の人も「胃薬が手放せなかったけど、こういうところがあればなくても大丈夫だ」と。 

最後の男性は話の途中で時間がきてしまったので、「ごめんなさい、カウンセリングに

ならなかったね」と謝ると「先生、今日は素晴らしいお話をありがとうございました」と

言う。それは衝撃でした。私は「大変でしたね」としか言っていなかったんだから。 

  でも、そこで分かったことがあります。人は私の答えを必要としているわけではなく、

むしろ自分で話をすることで、あるいは同行の人の話を聴くことで、自分自身で回

答を見つけ出しているのだと。これも「求めなさい」という言葉に通じるのだと 
（ここまで関根一夫先生の文章） 

 

  いかがでしょうか。マタイ７章７節「求めなさい、そうすれば与えられる」の御言葉

を掲げて大胆に、一般誌で証しされていて感銘を受けました。そして私も、ああ、も

っと皆様の現状や心の深みに耳を傾けなくてはいけないなぁ、と反省。悪口は別にしても、

心の悩みを打ち明け、本音で話せる場所が誰にでも必要ですね。 
 

  夏休み・帰省シーズンも今年は完全に自粛ムード。顔やことばに出さなくても、多

くの人が不安と恐れに閉じ込められています。こんな時こそ最高の理解者であり、慰

め主なるイェス様に「祈り求める」時。大胆に求め、必要を満たしていただきたい！

「神の国とその国をまず求めよ！これらのものはすべて添えて与えられる」 Amen 

 

 

Seto Life Art Studio ライフアートスタジオ発//慰めと励ましの牧師コラム 

 

 

倉知契 牧師 

クリスチャン生活の７つの心得シリーズ⑦ 聖礼典 

ヒロシマのデルタに 若葉うづまけ 

死と焔の記憶に よき祈よ こもれ 

とはのみどりを とはのみどりを 

ヒロシマのデルタに 若葉したたれ  （永遠のみどり/原民喜） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Seto LIFE ART Studio 
瀬戸カルバリーチャペル 

 

 
 

２０２０年 ８月 ９日 
 

日曜礼拝 
 

駐車場についての大切なお願い 
 

みずの坂クリニック様の駐車場をご

厚意で私達の教会は使用させて

頂いておりますが、基本的に第一

駐車場は使用禁止です。特別な

集会の時にのみ、お借りしていま

す。通常の日曜日は第二・第三

駐車場をご利用下さい。 

しかし常に第一・第三駐車場の

屋根の下は駐車禁止です。徹底

をお願いします。 

 

平和をつくり出す人たちは、 

さいわいである、彼らは神の子と

呼ばれるであろう。マタイ５章９節 

当たり前の日常を大切にしつづけよう 

mailto:keikura@gmail.com

